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   開     議 

 

 

○鈴木富美子議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、竹田利弘政策推進監から本日の会議を

欠席させてほしい旨の届出がありましたので、

ご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木富美子議長 日程第１、市政一般に関する

質問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次、ご指名いたします。 

 

 

 内谷邦彦議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位11番、議席番号９番、内

谷邦彦議員。 

  （９番内谷邦彦議員登壇） 

○９番 内谷邦彦議員 おはようございます。 

 政新長井の内谷邦彦です。２つの項目につい

て質問いたします。回答よろしくお願いいたし

ます。 

 令和４年度からスマートシティ事業を進めて

おりますが、今後の展開について、市長に伺い

ます。 

 最初に、鳥獣被害の関係について、監視用と

してモーションカメラを山と人里の境界に位置

するエリアにセットし、画像を自動送信、人工

知能で動物の種別を判別し、担当者に位置や日

時を通知、対応を検討し実施することとして、

実績が上がっていると聞いておりますが、現在

対象としている地域以外でも同様の被害がある

と考えます。今後他地域への展開はどのように

考えるのか。また、ＮＴＴ東日本、ＮＴＴ－ｅ

ドローンテクノロジーへの委託について、今後

も継続するのか。また、庁舎内職員の人材育成

についてはどのようになってるのかを伺います。 

 次に、スマートストア、無人店舗による買い

物弱者の支援について伺います。 

 現在伊佐沢地区コミュニティセンター敷地内

と市役所庁舎内で営業を行っております。運営

支援業務としてテルウェル東日本が行い、実証

実験業務として日本・アルカディア・ネットワ

ーク株式会社、実現事業データ連携コーディネ

ート業務をＮＴＴ東日本が行っているようです

が、今後の展開はどのようになるのでしょうか。

今後継続するためには、地元の業者等へ移管す

ることも必要と思いますが、どのように進めて

いくのか伺います。 

 次に、ながいコインについての目的はどのよ

うに考えているのでしょうか。ながいコインに

ついては、物価対策やマイナンバーカード普及

促進用として何回か配付されており、使用率は

90％を超えているようです。また、市内中小の

店舗や商店、自営業のほか、スーパーマーケッ

トやドラッグストアでも使用できるようになっ

ております。使用者にとっては使いやすくなっ

ておりますが、実際今までに配付されたながい

コインの使用実績で大手のドラッグストアやス

ーパーマーケットでの使用が主で、なかなか地

元商店での使用が伸びないのではないかと考え

ます。地元の商店の活性化や新たな商店の進出

のためには、地元の商店での利用普及を促す取


